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英国ロマン主義の諸相について
─その（二）─
富　田　光　明　
人間に成長段階があるように、文芸の思想にもそれなりの発達段階がある。
ゴシック・ロマンスとは、18世紀中葉から19世紀初頭にかけて流行した英国文学の一様
式であり、中世ロマンス風の様式であった。このゴシック・ロマンスは、次代の英国ロマ
ン派を中心とした文化人を多いに刺激したばかりではなく、偉大な栄養源ともなったので
ある。例えば18世紀中葉に登場したＴ．チャタトン（1752－70）は、中世の世界に憧れる
と同時に、彼は超自然の世界にも興味を抱き、ついにはこれらの心情が彼の中で渾然一体
となった。そしていままで見られなかったイマジネーションの世界が展開し始めた。この
ようにして英国独自のロマンチシズムの“ある部分”が形成されていった。このようなゴ
シック・ロマンスがなんらかの形で、後代のロマン派の詩人たちに多大な影響を与えてき
たことは、紛れもない事実である。
さて初期ロマン主義以前の詩人たちと言えば、詩人Ａ．ポープ（1688－1744）をはじめ
として、“夜の思い”の詩人と言われたＥ．ヤング（1683－1763）及び「墓畔の哀歌」を
書いた詩人Ｔ．グレー（1716－77）らがおり、彼らは“憂鬱の詩人たち”とも呼ばれ、実
際に憂鬱の雰囲気が社会全体を包んでいた1740年代に活躍した詩人達であった。また彼ら
以外の詩人では、自然を対象にした詩作品を多く残し、英国絵画の風景画の分野にも影響
をもたらせたＪ．トムソン（1700－48）という詩人もいた。彼の自然への崇拝の念が感じ
られる詩作品は、ロマン主義の詩人たちに多くの影響を与えたことは事実である。また彼
の詩集『四季』（1726－30）は、自然と農民生活への共感を読者に与え、これこそがまさ
しく「最良の詩人は、隠棲と孤独を愛し、素朴でロマン的な田園を味わうことこそが詩人
の喜びである。」という思想を実践したように思われる。
当時ポープの時代は、「理性」と「古典」の時代と言われていたが、その時代の異端児
と思われていたゴシック主義が、その頃に登場することによって、この時代の主流でもあ
った「理性」・「古典」の思潮に対し、その真価が問われ疑問視され、そして中世へ目を
向けるようになった。その頃時代の趨勢を味方にして、英文学の世界に登場したのが、パ
ーシー（1729－1811）であった。彼は『古英詩拾遺集』（1765）を編纂した詩人でもある。
この詩集には中世の古いバラッドやソネットなどが纏
まと
められ、まさしくロマン派の詩人達
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への刺激剤であり、また同時に栄養源ともなった。この『古英詩拾遺集』について『英米
文学辞典』（研究社）には、「この書がその率直な味をもってロマン主義の復活を助成した
功績は多大であり、ワーズワスやS.T.コールリッジはこれを聖書のように愛読していた。」
と記されてある。確かに彼らの詩の世界に、この詩集が間接的ではあるが、かなり大きな
影響を与えたことは否めない。英文学の勢力が古典主義を破りロマン主義へと移行するこ
とは、人々がその時代の趨勢を感じ取り、それに対処した証しである。その証しとして多
くの相がみられるが、一つの例としてはイメージの変化がある。この拙論ではそのイメー
ジの変化について、“子供”へのイメージの変化を通して考察したものである。
―　　始めに　　―
＜　　幼少期のイメージ　　＞
英国ロマン派の詩人達が出現する以前の英文学界は、オーガスティン時代及び古典主義
の時代であった。幼少期のイメージに関して、ロマン派の時代の文化人たちと比べてみる
と、この時代の文化人との間にかなりの隔たりがある。そこでは、幼少期に対して、オー
ガスティン時代の文化人・富裕層の人々が抱くイメージ（この場合は絵画を媒介に）と、
英国ロマン派詩人の三人が描く子供に関するイメージを比較することにより、英国ロマン
派主義にとって、いかに“若さ”が重要であるという視点が、浮上してくる。
18世紀英国の生活史は、ホガースなどのような画家・銅版画画家によって、多くの風俗
画が生き生きと描かれている。実際子供に焦点を絞ると、ホガースが銅版画で描いた庶民
の騒々しく遊ぶ子供たちの姿には、確かに本来の子供らしい動物的な様子を知ることはで
きるが、しかし絵画という点においては、やはり子供はいまだ主役にはなれなかった。実
際に邸宅の一室に飾れ子供が登場する絵画は、画家に絵画を注文できる貴族階級・富裕層
の物静かな子弟であり、絵の添え物であった。
一般的に言って、実際にそれまで絵に描かれる対象人物は、歴史上の人物か注文主本人
自身が多かった。それ故に子供を対象にした作品はそれほど多くはなかった。しかし少な
いながらも、絵画史に登場する代表作品として、下記の４点の絵画があげられる。（１）
ホガースによるThe Graham Children（1742），（２）デービズによるThe Fames
Family（1751）（３）ゾファニーによるThe Duke of Atholl and his Family（1765）（４）
レノルズによるThe Age of Innocence（1788）である。
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（１）
（２）
上記の（１）の絵はホガースによって1742年に書かれたものであり、18世紀中頃の上流
家庭の楽しい子供たちが描かれている。ペットや調度品から推測しても、もちろん富裕層
の子供たちである。この絵は当時風俗画の第一人者のホガースが描いた他の作品と比べる
と、この絵には自由闊達な子供のイメージがあまり感じられないのである。どこかなにか
よそよそしい印象を受ける。いわば大人が子供の様相を演じたもの、または子供が大人の
マネをしたようであり不自然である。しかし子供たちの明るさは、見る者に伝わってきて、
好感のもてる人物画である。
上記の（２）の絵はA.デービズによって1751年に描かれたもので、これも（１）の絵の
ように上流階級の家族が描かれている。絵の背景からしても、広大な庭園を挟んだ邸宅に
住む上流階級である。二人の子供には、世俗の穢れなき、どこか浮世離れした雰囲気が漂
っている。子供たちの服は、大人の服のミニチュアとも見える。この絵画に見られる背景
は、ヨーロッパの典型的な構図であり、いまだ人物には（特に子供には）関心が薄かった。
上記（３）の絵はゾファニーによって1765年に描かれたもので、（１）と（２）をプラ
スしたような世界である。即ち大人と子供とが入り混じっているが、しかし（１）と（２）
の絵に比べると、底流には家庭の温かさが流れかつ子供達には躍動感がみられる。この頃
になってようやく子供の存在が意識され、大人の世界になんの抵抗もなく、自然な形で子
供たちが参入し、大人の世界に溶け込むようになった。そこで初めて視線が子供に向かれ
始め、子供達が絵の被写体となったのである。ホガースが描く生き生きとした巷の浮浪
児・孤児とは雰囲気からして異なるが、しかし紳士・淑女への助走としての子供のイメー
ジが、文化人の間にも芽生え始めたことは大事なことである。
またこの絵には鳥やサルなどが登場し、身近な事物が配置され、その空間に優しい眼差
しを投げかける両親が描かれていて、一層子供の存在が浮上し、子供への関心が高まった
ことを示しているのである。いままでは大人が主人公であったが、この頃になると子供で
もそれに代わることが可能であると、芸術家及び人々が感じられる時代が動き始めた。こ
のようにしてようやくこの時代の趨勢に呼応するかのように、ロマン主義が台頭し始めて
きたのであった。
4
（３）
18世紀末ともなると、社会の風潮および価値観が変化し始めてきた。それに伴って子供
に抱くイメージも変化してきた。社会は大人だけから構成されるものでなく、将来を担う
子供の存在もあってこそ、社会は円滑に機能していくのであると、人々は気づくようにな
った。詩人及び芸術家はこのような社会の風潮にたいし、一般的に凡人より敏感である。
それ故に社会の変革には、幼少・青少年期の“若さ”が重要であると感じ、“若さ”を明
確に意識し、若さを文字や筆で表現しようと考えたのである。
青少年の“若さ”に秘めている潜在能力が、計り知れないエネルギーを生み出すことを、
革命・改革の現実を通して、実感することになる。そこではじめて今まで以上に子供とい
う存在を文化人は意識するようになり、子供たちと大人との距離感がより狭まる。そして
子供が加わることによって、一層社会に厚みが増すことを認識し、子供が参加した現実世
界を芸術の対象とするようになった。しかし、この変化は新たに“子供”という存在の不
可思議さを浮上させている。以下に示す子供の絵（４）は、英国の肖像画家であり、初代
ロイヤルアカデミーの会長J.レノルズ（1723－92）によって描いたThe Age of Innocence
（1788）である。
この（４）絵は上記の三点（１）（２）（３）の作品とは異なり、子供の表情に感情の描
写が重視されるようになった。またこの絵は服装などからしても、子供のニューファッシ
ョンを生み出し、時代を一層意識させている。また少女になんとも言えぬ脅え・不安感と、
それに少しばかりのエロティズムを加味したことによって、それまでとは異なる子供の世
界を示すことになる。即ち子供の世界は大人が考えている以上に、複雑なものであり、不
可思議な存在であることを、この絵はなにかしら我々に示唆している。
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（４）
―　　本論　　―
＜　ロマン主義が抱く“若さ”への信仰　＞
ロマン主義の精神を生み出す原動力には、“若さ”が不可欠である。彼らが考える“若
さ”とは、もちろん精神的観点からであり、自己改革のために詩人たちにとって不可欠な
存在であり、非常に重要な存在となる。一個人の“若さ”は、最初のうちは些細で取るに
足らぬものであるが、しかし蓄積され機が熟し、他の若者に波及することになった“若さ”
の力は、予想せぬ偉大なエネルギーとなり、手に負えぬ破壊力ともなり、社会体制を覆す
に至ったことを、世界の歴史が十分に証明している。
それ故にロマン派の詩人達にとって、“若さへの信仰”は相当根深いものがあり、“若さ”
こそが、改革・革命を遂行できる推進力になり得ると、彼らが信じたのも無理はないだろ
う。また“若さ”は大人とのギャップを青少年にはっきりと意識させ、また同時に彼らに
多いなる葛藤を与え、人間の成長段階に重要な役割を果たす存在となり得るものである。
これこそが彼らが願う正しく“若さ”の不可思議さそのものである。
英国ロマン主義を唱えた一人であるW.ワーズワス（1770－1850）の詩 Ode :
Intimations of Immortality from Recollections of Early Childhood 「幼少時の回想から
得た霊魂不滅の啓示」の副題には、“The Child is father of the Man: / And I could
wish my days to be / Bound each to each by natural piety.”という詩句がある。こ
の詩句は、詩人にとって不可欠なものは、“若さを堅持できる精神力の強さ”であること
を示している。またこの詩句は、「虹」と題して独立させ、下記の一編の詩として書かれ、
詩人としてのワーズワス自身の哲学を示している。下記にその一篇の詩を示してみたい。
（因みに本論で引用された英詩の和訳は、全て拙訳であることを付記しておく。）
The   Rainbow 虹
My heart leaps up when I behold 我が心は躍る　空に懸かる
A rainbow in the sky: 虹を見ると。
So was it when my life began ; 我が生命が誕生した時も　そうであった。
So is it now I am a man ; 大人となった今も　そうであり
So be it when I shall grow old , 年をとってからも　そうでありたい。
Or let me die! さもなければ　我を死なせて下され!
The Child is father of the Man ; 子供は大人の父なり。
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And I could wish my days to be 我が日々が　自然への畏敬の念で
Bound each to each by natural piety. 結ばれんことを　願うのである!
この一編の詩が語っているものは、“若さ”の尊さそのものである。“The Child is
father of the Man”「子供は大人の父なり」とは、一見矛盾しているようにみえがそうで
はない。それは子供の時代に経験した“原体験”が意識下に潜み、後年になって浮上した
時には、思いもよらぬ精神力の原動力になると同時に、想像力の源となる、とワーズワス
が考えたからである。また無垢にして柔軟な子供の心には、動物にも似た鋭い感性が秘め
られ、いつかは底知れぬ“生きる力”となるものとも考えた。詩人が自分の天職として自
覚したW.ワーズワスは、この考えを生涯堅持し続けようと努力したのであった。
詩人であり版画家でもあったW.ブレーク（1757～1827）が、商業用に銅版に画を刻ん
だものが、上記（５）の作品である。この作品は神に近いと言われる“子供の存在”を描
いたものであり、そこには子供がどのように成長していくかを、宗教詩人・神秘詩人とい
われた彼が捉えたものであった。この銅版画には子供と大人との対比を通して、人間社会
の真髄を読み取れるように思われる。
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（５）
上記（５）の作品を鑑賞しながら、いくつかの重要ポイントに触れ、ブレイクが心に描
いていた“子供”について、この作品を通して考えてみたい。
< 画面に向かって左側の天使　>
天使の左手は天に向いており、体全体が上昇気流に乗り、遠大な宇宙へと飛び立
つ寸前が想起させられる。天使の右手は子供の手を握り締めており、空中に浮遊す
る子供を、輝く世界へと子供を力強く先導している。
< 真中の子供　>
子供の右手はすでに天使の右手に掴まれているが、子供はただ右手を天使に軽く
置いているだけであるが、すでに子供が天使に身を託していることを示す。これは
いわば親からの自立を暗示していることになる。また子供の重心はすでに天使のほ
うに移行していることからも、そのように言えるのである。
子供が母親に向ける視線は、悲しみを感じさせるよりも、むしろ母親を説得して
いるような眼差しと見て取れる。
< 右側の母親　>
子供の手と母親の手との位置から推測してみても、母親はこの別れに対し否定的
ではないことが分かる。むしろ歓迎している感じであり、子供に対して自立を促し
ているようにも見える。
また下から向けられた子供の視線を、母親は優しく受け止め、子供に自由を与え、
親からの自立を歓迎しているような母親の眼差しが感じ取れる。
< 円形内の子供　>
輝く子供の目、弾力のある肌、活力に満ちた頬、引き締まった口元、ぽちゃぽち
ゃした体つき、これらの特色は本来健全である子供のイメージそのものである。こ
の子供には測り知れないエネルギーが秘めているように見える。
< 背景　>
淀みなく流れる上昇気流にすべてが包まれている。天からは燦然と陽光が雲間よ
り降り注ぎ、すべてが平穏な状態に置かれている。これは世俗と天上界との境を意
識しながら両界の状況を示している。
母親の足元には、コンパス・筆記用具そして本が散在している。これらはもちろ
ん知識のシンボルであり、彼女が居る場所は知識が優先される現実の世界である。
＜　ロマン主義への序奏　＞
英国では王立美術院としてロイヤル・アカデミーが、1768年ジョージ三世の庇護の下で
創設された。この頃次の二人の詩人が、それぞれ詩集を出版した。W.ブレイクは1789年
8
にSongs of Innocence（因みにSongs of Experienceの出版は1794年）を出版し、次にワ
ーズワスは1806年にThe Prelude を完成させた。その翌年の1807年に彼はIntimations of
Immortalityを出版した。ワーズワスのこの二冊は、彼の“若さ”に対するロマンティズ
ムの姿勢であり、宗教的な原理原則いわゆるプリンスプルをも加えた詩集であって、大変
に重要詩集である。
W. ブレイク：W. Blake（1758～1827）
詩人であり版画家でもあったW.ブレイクは、神秘主義思想の持主で、聖書のみを信じ
たキリスト者でもあった。彼は想像力こそが人間に本質的なものを目覚めさせてくれもの
であると考え、聖書の世界と現実の世界を意識しながら、社会と人間を描いたのである。
その自己表現が、『無垢の歌』（Songs of Innocence,1789）と『経験の歌』（Songs of
Experience,1794）であった。
これら二冊の詩集は次に到来するロマン主義の夜明けとなり、多くのロマン派詩人達に
勇気を与えたことは否めない。下記に示す二編の詩は、『無垢の歌』からの一篇の詩と
『経験の歌』からの一篇の詩であり、子供を通して「無垢」と「経験」をブレイクらしい
表現で描いている。（因みに題名の表現は松島氏の『対訳　ブレイク詩集』―岩波文庫―
を採用させていただいた。）
“Infant Joy” 「喜び」という名のおさな子
I have no name わたしには　まだ名前がありません
I am but two days old.― たった二日前に生まれたばかりですから。
What shall I call thee? それではおまえを　何と呼んだらいいのだろう?
I happy am わたしは　幸せですので
Joy is my name.― 「喜び」が　わたしの名前です。
Sweet joy befall thee ! 素敵な喜びが　おまえにふりそそぐよう!
Pretty joy! かわいい　喜びよ!
Sweet joy but two days old. 生まれて二日ばかりの　愛らしい喜び、
Sweet joy I call thee; 愛らしい喜びと　おまえを呼ぼう。
Thou dost smile, おまえが　笑い、
I sing the while わたしが　そのあいだに　歌うよ、
Sweet joy befall thee. 愛らしい喜びが　おまえに　訪れることを!
Songs of Innocence より 『無垢の歌』
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“Infant Sorrow” 「悲しみ」という名のおさな子
My mother groand ! my father wept, 母さんが呻き、父さんが泣いた、
Into the dangerous world I leapt : わたしが　危険な世界に　跳び込んだから。
Helpless, naked, piping loud: 助けもなく　素裸で　甲高く　泣きながら
Like a fiend hid in a cloud. 雲間に隠れる　鬼の子のように。
Struggling in my father’s hands : 父さんの手の中で　抱かれ き、
Striving against my swaddling bands : オムツを外し　撥ね　蹴りあげて。
Bound and weary I thought best 縛られ　疲れ果てて考えたことは
To sulk upon my mother’s breast. 母さんの胸で　拗ねるのが　一番イイこと。
Songs of Experience より 『経験の歌』
さて上記二編の詩について、平井正穂氏『イギリス名詩選』（岩波書店）は、詩の脚注
で、次のようなコメントを付けている。
彼はまさにヴィジョンを見る人であり、それを言葉に形象化し得た詩人で、イギリ
ス・ロマン派の偉大な先駆者であった。自然と人間における肯定的な面、否定的な面に
対する（いわば弁証法とも言える）鋭い感覚をもち、それらを超える高次の立場を必死
に求めた。詩集『無垢の歌』（Songs of Innocence,1789）『経験の歌』（Songs of
Experience,1794）などを経て、独自の難解な神話的世界を展開した。ここに揚げた詩
は（“Infant Joy”）『無垢の歌』中の一編であり、生の讃歌である。・・・“Infant Joy”
についてあるが、この詩は、原稿では32行あり、老人が思い出を語る形式となっている
が、ブレイクは初めの８行だけを『経験の歌』（1794）に入れている。原稿では、主人
公が父を殺したことになっているが、この８行の詩では、おさない子供の反抗的な心情
の吐露の段階にとどまっている。
＜　英国ロマン主義を開花させた二人の詩人　＞
1797年３月末にネザー・ストーウェイ（ブリストルから帰路で）でワーズワスはコール
リッジに初めて出会った。その後コールリッジがレイスダウンを訪れて、三週間ほどをワ
ーズワス兄妹と三人で過ごした。このとき彼らはお互いが相手の知性や人格を尊重し、共
生することを考えた。コールリッジにとってワーズワスはとてつもない偉大な存在に映り、
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また一方ワーズワスはコールリッジの想像力と知性を評価していた。とにかくこの交友は、
英文学史に多大な功績を残したことは事実である。彼ら二人の出会いのその所産が、1798
年10月４日英文学史において、画期的な詩集『抒情民謡集』（The Lyrical Ballads）初版
500部が匿名で出版されたことであった。
題名となった「民謡」すなわち「バラード」は、元来口承によって伝承された中世の民
謡集である。まだ当時英詩の主流は、ギリシャ・ローマの古典詩を規範にし、洗練された
様式を取り入れた新古典主義の詩であり、用語などはそれほど革新的なものでなかった。
それにもかかわらずこのような時代に、彼らが題名に「バラード」という言葉を取り入れ
たことは、古典的な伝統に対する彼らの反抗の表われとも考えられる。
時代の思潮に対する脱皮が、彼ら二人には感じられる。人間の成長に譬えてみれば、子
どもから大人への変身であり、その変身への願望を彼らが抱き始めたともいえるのである。
そこで英国ロマン主義を標榜した彼ら二人の詩人は、幼少年期・青年期をどのように回顧
し、その時期をどのように捉えたかを再確認することによって、幼少・青年期がいかにロ
マン主義の誕生に影響を与えたのかを、我々は知ることができ、延いては英国ロマン主義
誕生の諸相の一端を垣間見ることができると、私は推測したのである。
W. ワーズワス：W. Wordsworth（1770～1850）
彼は英国北西部の湖水地方カンバーランド州のコカマスに生まれた。英国の湖水地方は、
多くの山と湖からなる風光明美な場所として、今日まで多くの人々の心を惹きつけて来て
いる。その理由は英国のトラスト制度のおかげで、200年経た今でも湖水地方の景観は、
ワーズワスの時代とほとんど変わらないでいられるということによるものである。
彼の父は弁護士であり、５人兄弟妹（妹のドロシーは終生彼にとって、欠かせないほど
の大きな存在であり、強力な協力者でもあった。）の２番目であった。早く両親との死別
を経験した彼に、精神的に何らかの影を落としたのは事実である。特に感受性の強い彼に
とっては、両親の愛の欠落感を自然の中で癒したと考えても無理はないだろう。
『抒情民謡集』（1798）をコールリッジと共同で出版し、その４年後の1802年に書いた
「幼少時の回顧から得た霊魂不滅の啓示」の詩には、ワーズワスの人間としての成長がい
かに自然の中で育まれたのかを、哲学的なアプローチではなく、もっと身近な体験を語り
ながら、読者に伝えているのである。彼がこの詩の中で、幼児から大人までの変遷のイメ
ージを、詩的表現で描いているスタンザ（Ⅴ）（第５連）がある。それを下記に示したい。
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VOur birth is but a sleep and a forgetting: 人の誕生は眠りと忘却に過ぎぬ。
The Soul that rises with us, our life’s Star, 共に生ま出づる魂は生命の星であり、
Hath had elsewhere its setting, かつて何処かで没し
And cometh from afar: 彼方からやってきた星だ。
Not in entire forgetfulness, 全く忘れ去られたのでもなく、
And not in utter nakedness, 全く何もないわけでもなく　
But trailing cloud of glory do we come 栄光の雲を棚引かせ、神の国から
From God, who is our home: 来たのだ、そこが我らの故郷だ。
Heaven lies about us in our infancy! 天国は幼児期に我らを包み下さる。
Shades of the prison-house begin to close 牢獄の影が　覆い隠し始める
Upon the growing Boy, 成長途上の少年の上に、
But He でも少年は
Beholds the light, and where it flow, 光を見、その光の出処を知り、
He sees it in his joy; 喜々としてその光を愛しむ。
The Youth, who daily farther from the east 若者は日々遙か東方から旅を強いられ
Must travel, still is Nature’s Priest, それでもいまだ自然の司祭であり、
And by the vision splendid 眩いほどの幻想が
Is on his way attended: 道すがら　若者にお供するのだ。
At length the Man perceives it die away, ついに大人となれば　栄光の光が消え、
And fade into the light of common day. 日常の光へ　消失するのが分かる。
このスタンザ（Ⅴ）は内容からして４段階から成り立っていると、読み取れる。即ち第
一段落は第１～８行、第二段落は第10～14行、第三段落は第15～18行、そして第四段落は
第19～20行である。これらの４段落は、当然人間の成長段階を示している。下記でこの各
段階について、多少のコメントをつけてみたい。
¡
第１段落の詩句‘Our birth is but a sleep and a forgetting・・・’について山口久
明氏は彼の著『ワーズワス詩集』（対訳　岩波文庫）の脚注で「プラトンによれば、人は
現象界に誕生すると、イデア的「前世」から切り離されるが、完全に忘れてしまうわけで
はなく、「想起」によって思い出すことができる。プラトンと同時に、この一節には
Henry Vaughan,‘The Retreat’の残響も聞こえる。」と言及している。確かにワーズワ
スは霊魂不滅説を受け入れ、ギリシャ的なものの考え方を持った詩人であった。彼は一般
的なキリスト信者でもなかったが、山口氏が指摘したHenry Vaughan の影響を、十分
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にワーズワスの詩作品に見られる、との見解は正しいと思う。
また第１段落と第２段落との間の１行である‘Heaven lies about us in our infancy! ’
は、幼児は生前では神の庇護の下にいたが、誕生とともにそのような状況から遠のいて行
かざるを得ない、人間の宿命を感じ取る前の「至福」を示している。冒頭に示したブレイ
クのあの銅版画には、幼児が神からの祝福を得て、天上からは光が差し込んでいる光景が
描かれていて、一見上記の詩句に相通ずる世界に見えるが、しかしブレイクの描いている
世界は、むしろ第１段落からの脱皮を示唆しているように見える。
第２段落は第10～14行であるが、この詩行は少年時代を述べているものである。少年の
行動は興味と好奇心とから生まれるものであり、自然の中へはなんの警戒もなく入り込ん
でいく。ワーズワスは彼の詩集『序曲』でも語っているように、幼少年は無鉄砲の行動を
とりながらも、一方では常に不安・恐怖を感じつつ、楽しみを探しているのである。一般
的に言って、子供の時代は他人の眼を気にせず、理性というものも要求されない時期であ
る。人間の成長段階という視点からみると、この少年時代こそが、素直に自然を通じて人
間に必要な栄養分を摂取し、それが十分に蓄積される大切な時期である。それ故に詩人達
を理解するためには、その詩人の幼少時の人物像を知ることが重要な鍵となる。
次に第３段落は第15～18行であるが、これは青年の時期を示している。青年期はつねに
多くの試練が襲いかかるが、勇猛にしてかつ果敢にそれに対峙しなければならぬ時期であ
る。しかもこの時期は感情と理性の入り混じった時期でもあり、少年の時期に蓄積したエ
ネルギーが変則的に再燃することがある。しかし自然の中で育まれた青年は、「いまだ自
然の司祭」（’still is Nature’s Priest’）でもあるので、幼少時の体験から備わっている不
可思議な力により、不思議にもなんとなく、多大な難問に対処していくことになる。これ
は少年時代に得た栄養源が、詩人を守ってくれていることを語っているのである。ワーズ
ワスの言葉を借りれば、「その光は　道すがら　若者のお供をするのだ」（17～18行）とい
うことになる。
最後の第４段落は第19～20行であり、大人の世界を描いている。大人になるとなぜ栄光
の光が消え失せるのか? これは決して身体の老化によるものではない。ワーズワスから
すれば、この詩行の「日常の光に消え去る」‘fade into the light of common day’の考
えは、受け入れ難いものである。その根拠は彼の人生観に反するからである。そこで彼は
「幼少時の回想から得た霊魂不滅の啓示」の副題ともなった下記の詩句で、理想とし実践
しようとした彼の思想を雄弁に語っているのである。
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The Child is father of the Man : 子供は大人の父なり。
And I could wish my days to be 我が日々が　自然への畏敬の念で
Bound each to each by natural piety. 結ばれんことを願うのである
S. コールリッジ　S. Coleridge（1772～1834）
彼は英国南西部の町の牧師館に、教区牧師兼校長の末っ子として生まれ、高齢出産でも
あったため、他の兄弟達より一層溺愛されて育った。それ故に上の兄弟達からは、ときど
き苛められ、そのため一人遊びの癖がつき、本を友とするようになった。彼は利発な子と
いうだけでなく、謙虚と柔軟性を持ちあわえていたので、かなり年長者に可愛がられ、人
と争うより相手に好かれる処世術を幼少の頃から自然に身についていた。また失敗すれば
まず言い訳をし、寛大な人物に急場をしのいでもらう、という手法を年少の頃からとって
いた。彼はいわば「頼りになる庇護者」を、一生を通して周囲に本能的に求めた。このよ
うな彼の性格が後年に多くのトラブルを生じさせたことは確かである。気がつくとすぐに
本人は反省をするが、またすぐに忘れ元の木阿弥になってしまうのである。
このような彼の行動から推測すると、彼は精神的に一生青少年のままであり、決して大
人へと脱皮しなかったように思える。確かに彼のこの性格は、実生活の点で問題があるが、
しかしこれはロマン主義の一性質である。具体的に言うと、それは青少年の特有の「自己
中心的行動」であり、この「理想主義的」・「非現実的」の思想は、大人では想像もつか
ない、幻想の世界を構築することになる。このような観点から彼を見ると、彼は実に魅力
的な人物であり、才能にあふれた詩人である。実際にワーズワスもこの点は高く評価して
いた。コールリッジは大人に慣れ切れぬままで、結婚し子供をもうけるが、常に子供のよ
うな世界を彷徨し、自分の居場所を追い求めていった人生であった。
実際コールリッジは想像力を十分に働かせことができる人間であった。この彼の性格が
偉大な幻想詩とも言われている“Kubla Khan : Or, a Vision in a Dream―A fragment”
「クーブラ・カーン　あるいは夢の中での幻想―断章」（1816）を生むことになった。また
ワーズワスとの合作である『抒情民謡集』（1798）に記載され、白眉とされた長編詩 The
Rime of the Ancient Mariner  In Seven Parts「古老の船乗り　全七部」などは、彼の
想像力を十分に働かせた傑作の産物である。
コールリッジは“夢”の存在を、他のロマン派の詩人達より、一層強く意識した。その
一例として上記の「クーブラ・カーン」は、夢の中で展開される詩的世界であるが、ワー
ズワスは彼ほど夢を意識しなかった。その意味でワーズワスは実に理性的人間であり、意
志の強い人間であった。その点コールリッジはアヘンにのめり込み、幻覚状態に陥り、そ
のおかげでワーズワスには到底経験できない幻想の世界を見たのであった。ワーズワスは
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自然との対話を通して、想像力によって詩的世界を構築していったのに対して、コールリ
ッジは夢の中で構築した世界を、詩で表現した詩人であった。二人ともロマン派主義に基
づいてはいるが、詩的観点が異なっているのは興味深いものがある。
下記の小作品は、1799年４月ドイツに滞在していた彼が、故郷の妻に宛てた手紙の中に
記した詩である。下記に示す詩は、あの難解な長編詩Ancient Mariner とは異なり、非
常に分りやすい小品である。
Something Childish, but very Natural どこか子供っぽいが、とても自然
―Written in Germany ―ドイツにて記す
If I had but two little wings, 僕に二枚の小さな羽根があり、
And were a little feathery bird, 軽やかな小鳥であったら
To you I’ll fly, my dear ! 君の処に飛んで行くのに　愛しい人よ!
But thoughts like these are idle things, でもこんな事を考えても、つまらんことだ、
And I stay here. だから僕ここにいるだけさ。
But in my to you I fly : でも眠りの中では　僕は飛んで行けるよ。
I’m always with you in my sleep! 眠っている間は、いつも君と一緒さ!
The world is all one’s own. 世界は自分一人のものさ。
But then one wakes, and where am I ? でも眼を覚ませば、此処はどこだか分らん?
All, all alone 僕は　ひとりぼっちさ。
Sleep stays not, though a monarch bid: 君主でも　眠り続けられないさ。
So I love to wake ere break of days: だから夜明け前に目を覚ますのが好き。
For thought my sleep be gone, たとえ眠りから覚めたと思っても、
Yet while‘tis dark, one shuts one’s lids, でも暗い間は　瞼をとじてさえいれば、
And still dreams on. 僕は　まだ夢の中に居られるから。
この詩に関して、上島建吉氏は彼の著『コウルリッジ詩集』（岩波文庫　2002）の詩の
脚注に「ドイツの民謡にヒントを得たもの。この詩では鳥になりたいという憧れよりも、
夢の中にとどまりたいという気持ちのほうに重心があり、・・・」と書いている。
確かにコールリッジは現実の世界にいる時より、空想の世界そして理論的・哲学的世界
にいる方が、似つかわしい。上記のような夢か現かの境界線を、あてどもなく彷徨してい
るときこそが、コールリッジらしいのかもしれない。上述したように、「クーブラ・カー
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ン」の詩の世界は、このような体験を通して得られた作品である。
―　　終わりに　　―
コールリッジは彼の著書　Biographia  Literaria『文学評伝』（1817）の中で彼は独創
的かつ重要な理論を推し進めている。要約すれば「子供時代の感情を大人の力に持ってい
くこと。40歳頃になった時に、毎日見慣れている様態を、驚異と新奇さに結びつけること。
このような行動は、天才の特質であり特典でもあり、また天才と有能者とを区別したもの
である。だからこそ、その特質が天才のもっとも重要なものとなり、他のものとは比べよ
うもないものであることは、自明の理である。それは、他の人々の心に呼び覚ます見慣れ
た対象物を、描くことになるのである。」と、彼はこの自著で上記のような理論を展開し、
ワーズワスの作品の全てには、自分が主張した独創的かつ重要な理論が、多かれ少なかれ
存在していることを認めた。
コールリッジの理論は、ロマン主義が秘めているエネルギーの破裂により、革命すべて
に適用されるべきものである。そのようにエネルギーが発せられる要因は、“加齢”に対
する“若さ”の抵抗であり、“大人の知識の規範”に対する“幻想的想像力”の抵抗でも
ある。ロマン主義が誕生する以前の文学運動をふり返ってみても、これほどまで明白に、
文化人を喚起させた文学運動はかつてなかったと思える。
その意味で、ロマン派の時代の人々は、オーガスティン時代の人々が維持していた、人
間の知識の枠を打ち破り、自分の世界を広げようとした。このように勇気ある果敢な文化
人が、当時英国に多く存在していたことは、すでに英国自身が文化的に高い国家であった
ことを示している。
意識の限界を超えた世界を構築することは、ときには異常な人間と一般的に思われるが、
しかし想像の世界が生命体と考えられる文学の世界では、決してそうではなく、むしろ文
学に忠実であることを示していることになる。特にロマン派の詩人達は、“若さ”と同様
に“恐怖”も詩人として成長するための不可欠な存在と考え、このような体験を大いに評
価し、詩人の大切な財産と考えてきたのである。
下記に示す一篇の詩は、W・ブレークによって書かれた11行詩である。この詩は『無垢
の歌』の最後に書かれたものであり、我々に“若さ”と詩人との密な関わりを示唆してく
れるものである。
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The Voice of the Ancient Bard 古の詩人の声
Youth of delight come hither , 歓びの青春よ、こちらに来て、
And see the opening morn , 見てごらん　明けゆく朝を
Image of truth new born . 新生なる真理の姿を。
Doubt is fled & clouds of reason , 疑惑が消え、理性の雲も　邪悪な口論も
Dark disputes & artful teasing 巧妙な嫌がらせも　退散すれば、
Folly is an endless maze . 愚考は　終わりなき迷路となるのだ。
Tangled roots perplex her ways . 絡まる根は　行く手を阻む。
How many have fallen there ! 多くの者達が　そこで倒れたのだY
They stumble all night over bones of the dead : 彼らは一晩中　死者の骨に躓きながら、
And feel they know not what but care : 心労をも省みず、他の者達を
And wish to lead others when they should be led . 適宜に　導こうと思うのだ。
参考文献
１） Peter Quennell : Romantic England    Writing and Painting 1717-1851
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２） Innocence and Experience :   Image of Children in British Art from 1600 to
the Present ,   originated by Manchester City Art Galleries 1992
３） 対訳　『コールリッジ』 上島建吉編　　岩波文庫（2002年）
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